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まちづくりに向けて
一般会計決算を認定令和7年度

　
第
3
回
定
例
会
は
、
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月
1
日
か
ら
9
月

28
日
ま
で
の
28
日
間
の
会
期
で
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催
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11
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計
の
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、
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な
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計

38
件
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審
議
し
ま
し
た
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歳出（使いみち）合計
349億4,150万円
  （+17億4,714万円）

民生費
95億1,613万円
27.2%
（＋8億3,149万円）

総務費
47億9,421万円
13.7%
（＋5億1,294万円）

公債費
23億3,661万円
6.7%
（△7,274万円）

土木費
40億3,591万円
11.6%
（＋4億5,168万円）

教育費
48億7,986万円
14.0%
（＋9億8,003万円）

農林水産業費
26億3,680万円 7.5%
（＋7,118万円）

衛生費
32億0,825万円
9.2%（△1億9,818万円）

消防費
諸支出金
商工費
その他

12億3,239万円
10億9,400万円
9億3,619万円
2億7,115万円

3.5%（△5,046万円）
3.1%（＋5,776万円）
2.7%（△6億4,508万円）
0.8%（△1億9,148万円）

歳入（財源）合計　
365億5,168万円
（+17億9,262万円）

市税
82億9,387万円
22.7％
（＋5億6,337万円）

国県支出金
60億7,354万円
16.6％
（＋8億8,780万円）

地方交付税
111億2,361万円
30.4％ 
（△4,309万円）

その他
71億1,644万円
19.5％
（+1億4,783万円）

市債
35億9,340万円
9.8％
（＋7億2,700万円）

繰入金
3億5,082万円
1.0％
（△4億9,029万円）

基金（預金）の累積残額
228億円（合併時から178億円の増）
市債（借金）の累積残額
435億円（ピーク時から574億円の減）
合併後トータル改善額 752億円

市税の内訳市税の内訳
固定資産税
市民税
市たばこ税
軽自動車税
入湯税
など

46億1,815万円
30億6,237万円
2億7,279万円
2億3,780万円
1億　275万円

※金額は、万円未満を四捨五入しています。
※カッコ内は令和6年度決算と比べた増減額です。　　
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合併特例最終年度、新たな
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・介護保険特別会計（第２号）

特別会計補正予算 ※全員賛成で可決

予算総額は357億8,772万円に

※全員賛成
　で可決令和8年度 一般会計補正予算（4号）

一般会計補正予算（5号）
1億　 56万円増額
1,280万円増額

4億7,457万円
4,267万円

地方交付税
県支出金

4,959万円
2,600万円
4億2,641万円

繰入金
市債
国庫支出金

おもな補正財源

おもな使いみち

指定管理施設事業 1,280万円
令和9年1月から営業再開を予定する「増富の湯」の指定管理料。

市の魅力を詰め込んだ盆踊りソングを制作し、子どもや若者などに訴求力がある盆踊りの活用
により、市内外へ魅力を発信するとともに、市民の郷土愛の醸成とブランド力の向上を図る。

北杜市盆踊りソングプロモーション事業 275万円

光熱費などの物価高騰の影響を受ける行政区の負担軽減を図り、安定的な行政区運営に資する
ため、行政区に対し給付金を支給する。
補助額 10月1日時点の行政区加入世帯数×2,000円

行政区物価高騰対策給付金 3,000万円

運転免許証を自主返納した高齢者に交付・販売している市民バス・タクシー共通回数乗車券の
利用が増加していることから、経費を増額し、事業費を合計1,476万円とする。

高齢者運転免許証自主返納支援事業 976万円

防災マルチタスク車両整備事業 1,945万円
過疎地域における市民サービスの
充実と災害時の意思決定の迅速化
を図るため、現地で公共サービス
などを提供する防災マルチタスク
車両を1台導入する。

さまざまなレイアウトに変更できる車両

※金額は、万円未満を四捨五入しています。
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令和8年第1回臨時会議案審議結果 ＝賛否あり可
＝可決可 ＝否決否

令和8年第3回定例会議案審議結果 ＝賛否あり可
＝可決可 ＝否決否

認可地縁団体印鑑の登録及び証明に関する条例
の一部改正

地方自治法施行規則の改正に伴い引用する条項を改
めるため改正するもの 可

地域の自主性及び自立性を高めるための改革の
推進を図るための関係法律の整備に関する法律
の施行に伴う関係条例の整理に関する条例

地方自治法及び地方公営企業法の改正に伴うもの 可

観光客の利便性向上と既存の公共交通機関の補完を図る
ため、市が実施する実証運行に必要な事項を定めるもの 可公共ライドシェア実証運行条例の制定

▶トピックス③

令和7年度国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定 歳出総額を54億8,941万円とするもの 可
令和7年度後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定 歳出総額を12億1,610万円とするもの 可
令和7年度介護保険特別会計歳入歳出決算の認定 歳出総額を54億6,889万円とするもの 可
令和7年度居宅介護支援事業特別会計歳入歳出決算の認定 歳出総額を1,683万円とするもの 可

歳出総額を1億1,063万円とするもの令和7年度新エネルギー事業特別会計歳入歳出決算の認定 可
歳出総額を1億1,139万円とするもの令和7年度辺見診療所特別会計歳入歳出決算の認定 可
歳出総額を8,631万円とするもの令和7年度白州診療所特別会計歳入歳出決算の認定 可
歳出総額を1億1,901万円とするもの令和7年度財産区特別会計歳入歳出決算の認定 可
収益収入38億1,644万円、収益支出41億7,002万円
資本収入7億7,266万円、資本支出12億6,005万円とするもの令和7年度病院事業特別会計決算の認定 可

収益収入22億551万円、収益支出21億6,669万円
資本収入10億4,633万円、資本支出10億7,463万円とするもの令和7年度水道事業会計決算の認定 可

令和7年度下水道事業会計決算の認定 可

決算に係る実質赤字比率等の4つの健全化判断比率を
報告するもの

収益収入28億1,256万円、収益支出27億958万円
資本収入16億614万円、資本支出23億7,694万円とするもの

令和7年度健全化判断比率報告 可

公営企業ごとの資金不足額が事業の規模に対して
どの程度あるのか報告するもの令和7年度資金不足比率報告 可

複数年の継続事業として予算計上した事業が終了した
ことから清算報告を行うもの令和7年度一般会計継続費精算報告書報告 可

歳出総額を349億4,150万円とするもの 可令和7年度一般会計歳入歳出決算の認定
▶トピックス②

案件名 内　容 可
否

専決処分の報告について（損害賠償の額の決定） 公用車事故1件、物損事故3件 可

歳入歳出それぞれに1億6,143万円を追加するもの 可令和8年度一般会計補正予算（第3号）
▶トピックス①

案件名 内　容 可
否

議案一覧P5につづく　トピックスの議案はP6、7に詳細を掲載
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案件名 内　容 可
否

令和8年第3回定例会議案審議結果（続き） ＝賛否あり可
＝可決可 ＝否決否

可学校の働き方改革・長時間労働是正を実現するため、
教員の加配定数の拡充を推進すること等▶トピックス④

子どもたちのゆたかな学びと、学校の働き方改革を実
現するための教職員定数改善と義務教育費国庫負担
制度拡充を図るための請願書 ▶トピックス⑤

長坂コミュニティ・ステーション条例の一部改正 コワーキングスペースの利用拡大を図るため、新たに利
用区分と料金を規定するもの 可

新たに宿泊業を支援措置の対象とするもの企業等振興支援条例の一部改正 可

県手数料条例等の改正に伴い、優良宅地造成の認定
手数料を規定するもの手数料条例の一部改正 可

歳入歳出それぞれに1億56万円を追加するもの令和8年度一般会計補正予算（第4号） 可

白州町下教来石地区の区画整理工事の実施に伴い変更
を求めるもの字の区域の変更（白州町下教来石） 可

浅川享子（大泉町）人権擁護委員の候補者の推薦について議会の意
見を求める件 可

契約金額を893万円増額するもの工事請負変更契約の締結（小淵沢小学校長寿命
化改修工事（電気設備）） 可

仲澤幸雄、小泉正明、清水美男、大柴栄俊、深澤和幸
清水一惠奥野山恩賜県有財産保護組合議会議員の選挙 可

歳入歳出それぞれに1,145万円を追加するもの令和8年度介護保険特別会計補正予算（第2号） 可

－わかば保育園を分園化することに伴い、名称を変更す
るもの市立保育園条例の一部改正 ▶トピックス④

増富の湯の指定管理者が決定したことに伴う指定管理
料の計上令和８年度北杜市一般会計補正予算（第5号） 可

令和9年1月1日からの増富の湯の指定管理者の指定の
議決を求めるもの

ふるさと交流施設すたま自然健康村増富の湯の
指定管理者の指定 可

車両の老朽化に伴い、市民バス車両の購入をするもの動産の取得（市民バス車両） 可

災害時用として移動式循環型水洗トイレを購入するもの動産の取得（移動式循環型水洗トイレ） 可

子どものための教育・保育給付に関する利用者負
担額を定める条例の一部改正 地方税法の改正に伴い引用する条項を改めるもの 可

武器輸出を原則とした4月21日の閣議決定の撤廃「国際紛争を助長させる武器輸出の閣議決定の
撤回を求める意見書」の採択を求める請願書

継
続

日本政府・国会に非核三原則堅持の意見書提出日本政府・国会に非核三原則を堅持する意見書
の提出を求める請願

継
続

可議案を撤回するもの市立保育園条例の一部改正議案の撤回 ▶トピックス④

子どもたちのゆたかな学びと、学校の働き方改革
を実現するための教職員定数改善と義務教育費
国庫負担制度拡充を図るための意見書の提出

可
文教厚生常任委員会で採択された請願の発議

▶トピックス⑤
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※賛成17、反対２で認定令和7年度一般会計歳入歳出決算

反 対 討 論
（志村清）
　国保税・介護保険料の引き下げのための
提案・検討がされていない。財政の繰越し分
の多くを基金などに積み増しているが、財政
調整基金は、住民福祉優先に取り崩して活
用すべきである。

賛 成 討 論
（秋山俊和）
　第4次北杜市総合計画を策定し、安全安
心で豊かさを実感できる未来に向けた確か
な施策に着実に取り組み、市民生活を守り、
持続可能なまちづくりを進めている。

議会中継
動画へ

トピックス①

議会中継
動画へ

トピックス② 質疑の詳細は、P8,9「決算特別委員会」に掲載。

第1回臨時会　令和8年度一般会計補正予算（第3号）　全員賛成

■会期　8月25日（火）
■議題　令和8年度北杜市一般会計補正予算（第3号）
　　　　　歳入歳出予算の総額に1億6,143万円を増額
　　　　し、356億7,436万円とするもの。
■使いみち　特定外来生物緊急防除対策事業
　　　　　　1億6,143万円

　7月に県内で初めて特定外来生物であるクビ
アカツヤカミキリが確認されたことから、被害
の未然防止を早期に行うため、緊急防除対策
を実施する。

■財源　県支出金　1億6,143万円 市内で進む消毒作業

○＝賛成　×＝反対　※大芝議員は議長のため賛否表明は行いません。
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○○○×○○×○○-○○○○○○○○○○ 認定令和7年度北杜市一般会計歳入歳出決算の
認定

https://smart.discussvision.net/smart/tenant/hokuto/WebView/rd/speech.html?year=2026&council_id=41&schedule_id=1&playlist_id=1&speaker_id=0
https://smart.discussvision.net/smart/tenant/hokuto/WebView/rd/speech.html?year=2026&council_id=42&schedule_id=4&playlist_id=1&speaker_id=0
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■請願者　北杜市PTA協議会　ほか
■紹介議員　保坂多枝子　ほか
■内容
　学校の働き方改革・長時間労働是正を実現するため、教員の加配定数の拡充を推進するこ
と、教育の機会均等と水準の維持向上のため、国庫負担割合を1/2に復元することなど。

トピックス⑤

全員賛成
子どもたちのゆたかな学びと、学校の働き方改革を実現するための教職員
定数改善と義務教育費国庫負担制度拡充を図るための意見書の提出

トピックス④

■議案内容　市立わかば保育園を分園化することに伴い、名称を変更するもの。

■経緯　議会初日に議案提出され、その後、文教厚生常任委員会で審議されたが、最終日に市
長より「分園化を進める上で必要な、地元及び関係者との協議などが適正な時期に行われていな
かった」ことから、議案撤回の申し出がなされ、承認となった。

全員賛成議案「市立保育園条例の一部改正」の撤回

トピックス③

■運行区域　　北杜市小淵沢町地内を発着地とする区域
■運行期間　　令和8年10月1日~令和9年1月31日

※公共ライドシェア（自家用有償旅客運送）とは
　　バスやタクシーなどの維持が難しい地域で、自治体や
　NPOなどが主体となり、地域の住民が自家用車を使って
　有償で移動手段を確保する制度。
　　北杜市では、タクシーの手配ができない場合に、所定
　の講習・研修を受けた一般ドライバーが、タクシー事業者
　の運行管理のもと、タクシー車両を使用して運行します。

全員賛成公共ライドシェア実証運行条例の制定
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対
応
し
て
い
る
。

Q
　
奨
学
金
返
還
支
援
事
業
助
成
金
の

実
績
は
。大
勢
の
人
に
利
用
し
て
も

ら
え
る
た
め
の
周
知
方
法
の
工
夫
は
。

A
　
42
人
が
利
用
。転
入
手
続
き
時
に

案
内
を
し
た
り
企
業
交
流
会
な
ど
の

集
ま
り
で
周
知
し
て
い
る
。

Q
　
国
は
こ
れ
ま
で
の
D
X
か
ら
A
X

の
考
え
に
シ
フ
ト
。市
の
認
識
は
。

A
　
常
に
ア
ン
テ
ナ
を
高
く
し
て
、
ツ

ー
ル
を
積
極
的
に
活
用
し
業
務
効
率

化
を
図
る
。国
や
民
間
で
行
う
技
術

研
修
講
座
も
積
極
的
に
受
講
す
る
体

制
を
と
っ
て
い
く
。

Q
　
ほ
く
と
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
は
、
国
か

ら
2
分
の
1
交
付
が
あ
る
三
カ
年
の

事
業
年
度
が
8
年
度
に
終
了
す
る
が
、

9
年
度
以
降
の
方
針
は
。

A
　
9
年
度
以
降
は
民
間
で
実
施
で
き

れ
ば
と
考
え
て
お
り
、
市
は
伴
走
支

援
と
し
て
関
わ
っ
て
い
き
た
い
。

Q
　
全
庁
業
務
量
調
査
業
務
委
託
の
内

容
は
。調
査
に
よ
り
今
後
ど
の
よ
う

な
取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
い
く
の
か
。

A
　
市
役
所
全
体
の
業
務
量
の
洗
い
出

し
業
務
で
あ
る
。今
後
職
員
数
の
確

保
が
課
題
と
な
る
中
で
、
業
務
の
見

直
し
や
外
注
に
出
す
検
討
な
ど
、
業

務
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

Q
　
基
金
な
ど
の
運
用
は
、
リ
ス
ク
分

散
と
安
全
な
運
用
を
す
る
必
要
が
あ

る
か
と
思
う
が
、市
の
認
識
は
。

A
　
地
域
の
金
融
機
関
を
中
心
に
運
用

し
て
い
る
が
、
市
で
も
経
営
状
態
を

調
査
・
注
視
し
な
が
ら
リ
ス
ク
管
理

を
し
て
い
る
。

Q
　
行
政
訴
訟
な
ど
、
裁
判
の
分
野
が

多
岐
に
わ
た
る
中
で
、
各
分
野
に
強

い
弁
護
士
の
人
選
は
。

A
　
行
政
訴
訟
や
民
事
訴
訟
な
ど
、
今

後
の
展
開
も
考
え
る
中
で
情
報
を
幅

広
く
集
め
、対
応
し
て
い
き
た
い
。

Q
　
時
間
外
勤
務
の
増
加
を
人
員
配
置

に
反
映
さ
せ
る
基
準
と
判
断
は
。

A
　
所
属
長
か
ら
業
務
量
の
ヒ
ア
リ
ン

グ
を
行
い
、
人
員
増
が
必
要
と
あ
れ

ば
人
事
課
で
検
討
し
て
い
る
。

Q
　
地
域
防
災
支
援
シ
ス
テ
ム
を
導
入

し
た
効
果
は
。

A
　
災
害
時
に
現
場
の
写
真
を
シ
ス
テ

ム
に
ア
ッ
プ
し
、
被
害
状
況
な
ど
を

情
報
共
有
で
き
る
こ
と
で
、
迅
速
な

意
思
決
定
や
的
確
な
支
援
体
制
の
構

築
が
可
能
と
な
る
。

Q
　
証
明
書
な
ど
が
コ
ン
ビ
ニ
で
交
付

で
き
れ
ば
、
市
役
所
の
自
動
交
付
機

は
不
要
で
は
。

A
　
市
役
所
で
は
、
デ
ジ
タ
ル
が
苦
手

な
高
齢
者
な
ど
へ
職
員
が
発
行
機
操

作
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
る
。

Q
　
7
年
度
導
入
の
字
幕
表
示
シ
ス
テ

ム
は
、
職
員
や
市
民
か
ら
ど
の
よ
う

な
声
が
届
い
て
い
る
か
。

A
　
耳
の
聞
こ
え
が
悪
い
方
な
ど
、
個

人
情
報
へ

の
配
慮
に

お
い
て
成

果
が
あ
っ

た
と
感
じ

る
。来
庁

者
へ
も
非

常
に
安
心

感
を
与
え

ら
れ
て
い

る
。

Q
　
補
聴
器
購
入
費
補
助
の
7
年
度
の

利
用
実
績
と
、制
度
の
周
知
は
。

A
　
利
用
者
は
20
名
。周
知
は
広
報
紙
、

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
、
S
N
S
な
ど
活

用
し
て
行
っ
て
い
る
。

Q
　
保
育
業
務
支
援
シ
ス
テ
ム
を
利
用

し
た
子
育
て
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

特
別
委
員
会

一
般
会
計
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令
和
7
年
度
決
算
12
件
を
審
査

令
和
8
年
度

決
算
特
別
委
員
会
委
員
長
　
　
秋
山
真
一

副
委
員
長
　
神
田
正
人

使いやすくなった字幕表示



　
は
、
通
園
し
て
い
な
い
世
帯
の
意
見

が
反
映
さ
れ
て
い
な
い
と
考
え
る
が
。

A
　
今
後
、
広
く
意
見
を
聴
く
必
要
が

あ
る
と
判
断
す
る
場
合
は
他
の
ツ
ー

ル
な
ど
も
利
用
す
る
。

Q
　
道
の
駅
は
く
し
ゅ
う
の
損
害
賠
償

請
求
に
つ
い
て
、
決
算
に
未
納
と
し

て
計
上
さ
れ
て
い
な
い
が
、
市
が
行

っ
て
き
た
対
応
は
。

A
　
催
告
は
行
っ
て
い
る
が
、
相
手
方

と
協
議
を
し
て
い
な
い
状
況
が
あ
っ

た
。全
庁
的
に
連
携
を
取
り
な
が
ら

債
権
回
収
を
進
め
て
い
く
。

Q
　
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

利
用
件
数
が
大
幅
増
加
し
た
要
因
は
。

A
　
マ
ッ
チ
ン

グ
に
力
を
入

れ
た
こ
と
、

自
宅
以
外
で

の
預
か
り
を

可
能
に
し
た

こ
と
が
要
因

と
考
え
る
。

Q
　
観
光
の
広
告
料
が
6
年
度
と
比
べ
、

ほ
ぼ
半
減
と
な
っ
た
理
由
は
。

A
　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
広
告
の
P
R
手
段

を
大
手
ウ
ェ
ブ
メ
デ
ィ
ア
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
切
り
替
え
た
た
め
。

Q
　
有
害
鳥
獣
の
サ
ル
と
イ
ノ
シ
シ
の

捕
獲
数
が
減
っ
て
い
る
理
由
は
。

A
　
出
没
箇
所
が
人
里
に
近
く
な
っ
て

お
り
、
罠
を
仕
掛
け
る
場
所
が
限
ら

れ
る
こ
と
も
原
因
と
考
え
る
。

Q
　
再
生
困
難
な
農
地
の
削
減
は
。

A
　
再
生
困
難
な
農
地
に
な
ら
な
い
よ

う
、指
導
す
る
と
と
も
に
、非
農
地
判

断
と
い
う
方
法
も
あ
り
、
慎
重
に
対

応
し
て
い
く
。

Q
　
子
育
て
応
援
マ
イ
ホ
ー
ム
補
助
金

制
度
の
評
価
は
。

A
　
子
育
て
世
代
が
10
年
定
住
す
る
こ

と
に
よ
る
住
民
税
や
固
定
資
産
税
な

ど
も
考
慮
し
た
制
度
設
計
で
あ
り
、

有
益
な
制
度
と
し
て
今
に
至
る
ま
で

継
続
さ
れ
て
い
る
も
の
。

Q
　
教
職
員
の
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
は
。

A
　
比
較
的
良
い
判
定
が
で
て
お
り
、

上
司
か
ら
の
支
援
が
多
い
傾
向
に
あ

る
と
い
う
結
果
と
な
っ
て
い
る
。

Q
　
八
ヶ
岳
ス
ケ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
利

用
者
が
減
っ
て
い
る
が
な
ぜ
か
。

A
　
6
年
度
と
集
計
方
法
を
変
更
し
た

こ
と
で
数
字
的
に
減
少
し
て
い
る
が
、

実
績
と
し
て
は
微
増
と
な
っ
て
い
る
。

Q
　
考
古
資
料
館
の
入
場
者
を
増
や
す

取
り
組
み
が
あ
る
か
。

A
　
皆
さ
ま
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
な
企
画
展
を
計
画
し
、
入
場

者
を
増
や
し
た
い
。

※
賛
成
17
、
反
対
2
で
認
定
す
べ
き
も

の
と
決
定
。討
論
は
P
6
に
掲
載
。

■
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

■
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

■
介
護
保
険
特
別
会
計

■
居
宅
介
護
支
援
事
業
特
別
会
計

■
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
特
別
会
計

■
辺
見
診
療
所
特
別
会
計

■
白
州
診
療
所
特
別
会
計

■
財
産
区
特
別
会
計

■
病
院
事
業
特
別
会
計

■
水
道
事
業
会
計

■
下
水
道
事
業
会
計

※
特
別
会
計
、企
業
会
計
と
も
に
全
員
賛

成
で
認
定
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

特
別
委
員
会

利用しやすくなったファミサポ
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秋
山
俊
和

賛
成
討
論

志
村
　
清

反
対
討
論

特
別
会
計

企
業
会
計

統
合
中
学
校
に
か
か
る

特
別
委
員
会

　
市
の
重
要
政
策
で
あ
る
中
学
校
統
合

に
つ
い
て
協
議
す
る
た
め
3
月
に
設
置

し
た
特
別
委
員
会
で
は
、
十
分
な
調
査

と
慎
重
な
審
議
を
行
う
た
め
協
議
会
や

視
察
を
重
ね
て
い
ま
す
。

4
月
14
日
　
教
育
委
員
会
と
の
質
疑

5
月
25
日
　
教
育
分
野
の
専
門
家
か
ら

参
考
意
見
の
聴
取

6
月
18
日
　
委
員
の
み
協
議
会
を
開
催

7
月
21
日
　
教
育
委
員
会
及
び
関
係
部

局
と
の
質
疑

8
月
7
日
　
市
内
学
校
設
置
候
補
地
を

視
察

9
月
16
日
　
委
員
の
み
協
議
会
を
開
催

10
月
5
日
　
岐
阜
県
恵
那
市
立
恵
那
南

中
学
校
を
視
察

委
員
長
　
　
内
田
俊
彦

副
委
員
長
　
大
塚
　
愛

（土）

（火）

（水）

11月7日

10日

11日

長坂コミュニティ・ステーション

須玉ふれあい館

甲斐駒センターせせらぎ
※時間はいずれも19時～

設置場所についての
説明会が開催されます
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Q
　
大
柴
市
政
の
重
要
施
策
の
現
状
と

今
後
の
課
題
は
。

A
　「
北
杜
を
前
へ
」進
め
る
た
め
、
7

年
度
、
第
4
次
総
合
計
画
を
策
定
し

た
。「
教
育
」で
は
、中
学
校
統
合
準
備

室
の
設
置
、
給
食
費
と
保
育
園
副
食

費
の
無
償
化
、
保
育
料
の
完
全
無
償

化
。公
民
館
な
ど
の
一
時
避
難
所
の

整
備
支
援
、
災
害
時
の
司
令
塔
と
な

る
新
庁
舎
整
備
に
向
け
候
補
地
選
定

と
基
本
構
想
の
策
定
を
進
め
て
い
る
。

「
産
業
・
農
業
」で
は
、
土
地
改
良
事

業
分
担
金
の
軽
減
、
ス
マ
ー
ト
農
器

園
づ
く
り
に
努
め
る
。

Q
　
今
後
、
公
立
保
育
園
の
統
合
な
ど

を
進
め
る
際
に
は
、
こ
の
地
域
の
保

育
機
能
と
い
う
点
に
十
分
留
意
し
、

民
間
の
運
営
や
指
定
管
理
な
ど
も
含

め
て
、
地
域
の
保
育
機
能
を
維
持
し

な
が
ら
検
討
を
進
め
る
こ
と
が
非
常

に
重
要
と
考
え
る
が
。

A
　
身
近
に
保
育
園
が
あ
る
こ
と
は
重

要
で
あ
る
と
認
識
。保
育
園
の
統
合

な
ど
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、さ
ま

ざ
ま
な
要
素
を
総
合
的
に
勘
案
し
、

民
営
化
や
指
定
管
理
も
含
め
て
検
討
。

（
大
塚
議
員
に
よ
る
関
連
質
問
）

Q
　
保
育
園
が
休
園
、
閉
園
と
な
る
際

に
、
通
知
後
ど
の
く
ら
い
の
期
間
を

経
て
休
園
、
閉
園
に
至
る
か
を
明
文

化
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
。

A
　
在
園
し

て
い
る
園

児
と
保
護

者
の
こ
と

を
最
大
限

配
慮
し
た

内
容
を
プ

ラ
ン
な
ど

へ
記
載
す

る
。

具
へ
の
助
成
。「
観
光
」で
は
、小
淵
沢

エ
リ
ア
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
く
市

道
と
施
設
整
備
。が
ん
検
診
の
無
料

化
、
後
期
高
齢
者
へ
の
人
間
ド
ッ
グ

費
用
助
成
、
免
許
返
納
者
へ
の
乗
り

物
チ
ケ
ッ
ト
発
行
な
ど
を
展
開
し
て

い
る
。

　
　
公
共
施
設
と
イ
ン
フ
ラ
の
統
廃
合

や
維
持
管
理
、
そ
の
た
め
の
財
源
確

保
は
正
面
か
ら
向
き
合
っ
て
い
か
ね

ば
な
ら
な
い
大
き
な
課
題
。

Q
　
老
朽
化
が
懸
念
さ
れ
る
保
育
園
の

更
新
や
整
備
は
。

A
　
整
備
計
画
の
優
先
順
位
は
、
み
ど

り
保
育
園
、武
川
保
育
園
、わ
か
ば
保

育
園
。高
根
地
区
は
複
数
の
保
育
園

が
あ
る
こ
と
な
ど
を
踏
ま
え
、
再
調

査
を
実
施
し
計
画
を
見
直
す
。

Q
　
保
護
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は

近
く
に
保
育
園
が
あ
る
こ
と
が
重
要

と
考
え
る
保
護
者
が
多
い
が
。

A
　
保
護
者
に
と
っ
て
、
身
近
な
場
所

に
保
育
園
が
あ
る
こ
と
が
重
要
と
認

識
。園
児
の
減
少
傾
向
、保
育
士
確
保

な
ど
、総
合
的
に
勘
案
し
、ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
を
踏
ま
え
、
魅
力
あ
る
保
育

ポラリス北杜

輿水　　崇
たかしみずこし

議会中継
動画へ

保育園の現状と保護者が望むこと

代 表 質 問

議会中継動画へ

Q
　
市
民
バ
ス
の
調
査
や
分
析
は
。

A
　
利
用
状
況
を
エ
リ
ア
別
、路
線

別
に
月
ご
と
調
査
を
行
い
、総
合

的
に
分
析
し
課
題
を
整
理
し
て
、

優
先
順
位
を
明
確
に
し
た
い
。市

民
を
対
象
と
し
た
調
査
や
交
通

事
業
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
や
、中

高
生
な
ど
実
際
に
利
用
す
る
方

へ
の
調
査
も
行
い
、市
民
の
移
動

ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握
し
た
い
。

Q
　
看
板
の
色
彩
統
一
や
自
然
景

観
と
調
和
す
る
ア
ー
ス
カ
ラ
ー

を
導
入
す
る
こ
と
で
、魅
力
が
高

ま
る
と
思
う
が
、市
の
見
解
は
。

A
　
品
格
の
あ
る
雰
囲
気
の
醸
成

に
向
け
、周
辺
景
観
と
調
和
す
る

看
板
の
色
彩
や
デ
ザ
イ
ン
の
あ

り
方
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
る
。

一 般 質 問

たか み ざわ のぶ みつ

https://smart.discussvision.net/smart/tenant/hokuto/WebView/rd/speech.html?council_id=42&schedule_id=2&playlist_id=1&speaker_id=0&target_year=2026
https://smart.discussvision.net/smart/tenant/hokuto/WebView/rd/speech.html?council_id=42&schedule_id=3&playlist_id=1&speaker_id=0&target_year=2026
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市
民
か
ら
も
大
変
好
評
で
あ
っ
た

家
庭
用
ご
み
処
理
機
の
補
助
金
が
令

和
6
年
度
を
も
っ
て
終
了
し
た
。ま

た
市
の
財
政
貢
献
度
も
高
か
っ
た
。

再
開
を
望
む
声
も
あ
る
。ま
た
市
内

は
ア
パ
ー
ト
不
足
で
あ
り
、
新
規
建

設
の
補
助
金
を
市
は
設
定
し
て
い
る

が
、
ア
パ
ー
ト
か
ら
排
出
さ
れ
る
ゴ

ミ
が
統
一
的
な
収
集
方
法
で
は
な
く
、

事
業
者
側
で
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

Q
　
生
ゴ
ミ
処
理
機
、
コ
ン
ポ
ス
ト
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
効
果
が
絶
大
で
あ
る
こ

と
は
明
ら
か
。市
民
の
生
活
に
直
結

し
、取
り
組
み
や
す
く
、環
境
面
、財

政
面
で
も
非
常
に
有
意
義
な
施
策
で

あ
っ
た
と
評
価
す
る
が
。

A
　
生
ご
み
処
理
機
や
コ
ン
ポ
ス
ト
処

理
容
器
の
活
用
は
、
家
庭
に
お
け
る

生
ご
み
減
量
化
や
生
ご
み
処
理
後
に

堆
肥
化
な
ど
有
効
で
あ
る
。生
ご
み

処
理
機
購
入
補
助
金
制
度
の
あ
り
方

に
つ
い
て
検
討
。

Q
　
ア
パ
ー
ト
か
ら
の
排
出
ご
み
は
。

A
　
本
市
に
お
け
る
こ
れ
ま
で
の
対
応

を
全
て
改
め
、
収
集
・
運
搬
業
務
に

つ
い
て
新
た
な
統
一
基
準
に
よ
り
運

用
す
る
に
は
、
ご
み
集
積
所
の
容
量

や
収
集
・
運
搬
業
者
の
負
担
増
大
な

ど
課
題
も
多
い
。統
一
的
な
判
断
基

準
に
よ
る
運
用
の
可
能
性
を
検
討
。

Q
　
開
庁
時
間
短
縮
で
の
窓
口
、
電
話

対
応
の
変
更
は
。時
間
外
の
対
応
は
。

A
　
電
話
予
約
に
よ
る
本
庁
舎
で
の

「
夜
間
証
明
書
の
交
付
」や
手
数
料
10

円
の
「
コ
ン
ビ
ニ
交
付
」
を
案
内
中
。

時
間
外
で
あ
っ
て
も
緊
急
時
に
は
、

担
当
部
局
に
つ
な
ぐ
よ
う
に
対
応
。

Q
　
窓
口
に
来
な
く
て
も
手
続
き
が
完

結
で
き
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
拡
大
な

ど
を
明
確
な
目
標
と
し
て
位
置
づ
け

て
い
く
こ
と
は
。

A
　
明
確
に
位
置
づ
け
て
い
き
た
い
。 アパート不足を解決したい

議会中継動画へ

Q
　
合
同
部
活
動
の
チ
ー
ム
を
認

定
地
域
ク
ラ
ブ
と
す
る
考
え
は
。

A
　
要
件
を
満
た
す
こ
と
で
、認
定

す
る
こ
と
は
可
能
。

Q
　
部
活
動
地
域
展
開
の
課
題
は
。

A
　
指
導
者
の
確
保
と
移
動
手
段
。

早
期
展
開
す
る
に
は
、保
護
者
の

理
解
と
協
力
に
よ
る
送
迎
も
含

め
た
対
応
策
を
検
討
す
る
必
要

有
り
。

Q
　
統
合
を
理
由
に
後
回
し
に
す

る
こ
と
は
な
い
か
。

A
　
必
要
な
修
繕
な
ど
に
つ
い
て

は
状
況
踏
ま
え
た
対
応
を
行
う
。

Q
　
継
続
要
望
の
判
断
は
。

A
　
安
全
性
や
緊
急
性
、教
育
活
動

へ
の
影
響
な
ど
で
改
め
て
判
断
。

一 般 質 問

議会中継動画へ

Q
　
く
る
ぐ
る
へ
の
受
け
止
め
は
。

A
　
学
生
と
地
域
を
つ
な
ぐ
拠
点

と
し
て
育
て
て
い
き
た
い
。

Q
　
人
件
・
運
営
費
な
ど
支
援
は
。

A
　
活
性
化
の
た
め
、開
設
日
の
増

加
や
運
営
体
制
の
強
化
を
検
討
。

Q
　
今
後
、居
場
所
の
増
設
は
。

A
　
長
坂
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
の
中
高

生
利
用
を
検
討
。既
存
施
設
の
動

向
、ニ
ー
ズ
把
握
・
分
析
進
め
る
。

Q
　
ど
の
部
局
が
担
当
す
る
の
か
。

A
　
人
事
課
が
包
括
的
に
担
い
、関

係
課
と
連
携
を
図
る
。

Q
　
体
操
着
の
自
由
化
予
定
は
。

A
　
令
和
9
年
4
月
か
ら
進
め
る
。

園
服
は
自
由
化
含
め
検
討
す
る
。

一 般 質 問

こし いし とも ひろ

おお つか あい

https://smart.discussvision.net/smart/tenant/hokuto/WebView/rd/speech.html?council_id=42&schedule_id=3&playlist_id=2&speaker_id=0&target_year=2026
https://smart.discussvision.net/smart/tenant/hokuto/WebView/rd/speech.html?council_id=42&schedule_id=3&playlist_id=3&speaker_id=0&target_year=2026
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Q
　
市
道
大
豆
生
田
線
と
県
道
須
玉
中

田
線
の
交
差
点
へ
の
信
号
機
設
置
は
。

当
該
交
差
点
の
交
通
量
、
事
故
発
生

状
況
、住
民
か
ら
の
情
報
の
把
握
は
。

A
　
北
杜
警
察
に
よ
る
と
交
通
量
調
査

は
実
施
さ
れ
て
い
な
い
。今
後
、連
携

し
て
状
況
把
握
に
努
め
る
。地
区
か

ら
の
安
全
対
策
を
求
め
る
要
望
は
重

く
受
け
止
め
て
い
る
。

Q
　
警
察
や
県
へ
の
働
き
か
け
は
。

A
　
改
め
て
北
杜
警
察
署
に
設
置
要
望

を
行
い
た
い
。

Q
　
信
号
設
置
ま
で
の
当
面
の
安
全
対

策
は
。

A
　
県
道
側
に
注
意
看
板
の
設
置
、
道

路
誘
導
標
識
、
区
画
線
な
ど
の
検
討

を
行
い
た
い
。

Q
　
8
月
の
調
査
以
降
、
発
見
や
被
害

発
生
は
。

A
　
現
時
点
で
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

Q
　
発
生
や
被
害
状
況
の
把
握
方
法
は
。

A
　
公
共
施
設
は
施
設
管
理
課
が
調
査

す
る
と
と
も
に
、
行
政
区
の
協
力
を

得
て
、
市
全
域
の
被
害
状
況
の
把
握

と
、防
除
対
象
本
数
の
調
査
を
実
施
。

Q
　
令
和
8
年
度
、
地
域
防
災
計
画
の

改
訂
作
業
状
況
は
。

A
　
北
杜
市
防
災
会
議
の
審
議
を
経
て
、

年
度
内
の
改
訂
完
了
を
目
指
す
。

Q
　
土
砂
災
害
警
戒
区
域
、
特
別
警
戒

区
域
の
減
災
対
策
は
。

A
　
土
砂
災
害
区
域
に
居
住
し
、
早
期

避
難
に
配
慮
を
要
す
る
高
齢
者
世
帯

に
防
災
ラ
ジ
オ
を
無
償
貸
与
。

Q
　
線
状
降
水
帯
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
な
ど
、

局
地
的
な
短
時
間
強
雨
が
増
加
し
て

い
る
。小
規
模
河
川
、水
路
の
氾
濫
抑

止
対
策
は
。

Q
　
本
庁
舎
建
設
を
最
優
先
に
進
め
る

考
え
は
。

A
　
市
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
こ
と

を
最
優
先
に
、
耐
震
・
防
火
対
策
な

ど
を
備
え
た
本
庁
舎
整
備
を
早
期
に

進
め
る
必
要
が
あ
る
。一
方
で
、統
合

中
学
校
整
備
も
、
子
ど
も
の
教
育
環

境
改
善
の
た
め
重
要
な
事
業
。財
源

確
保
に
努
め
、計
画
的
に
整
備
し
た
い
。

Q
　
本
庁
舎
を「
建
て
る
べ
き
場
所
」は
。

警
察
、消
防
、病
院
な
ど
関
係
機
関
と

の
連
携
を
重
視
し
た
立
地
は
。

A
　
本
庁
舎
を
関
連
機
関
の
近
く
に
配

置
す
る
こ
と
で
即
応
性
や
情
報
共
有

の
向
上
が
期
待
さ
れ
る
。一
方
で
、用

地
確
保
の
容
易
さ
、
財
政
面
へ
の
配

慮
、ま
ち
の
発
展
性
の
視
点
も
重
要
。

Q
　
災
害
時
は
対
策
本
部
と
避
難
所
の

分
離
が
必
要
で
は
。

A
　
発
災
直
後
の
一
時
的
避
難
者
の
受

入
は
必
要
だ
が
、本
庁
舎
は
、被
害
状

況
の
把
握
、復
旧
・
復
興
作
業
、物
資

配
分
、
人
員
の
配
置
管
理
な
ど
対
策

本
部
と
し
て
の
業
務
を
中
心
に
行
う
。

A
　
降
雨
情
報
な
ど
を
常
時
確
認
し
、

北
杜
市
建
設
安
全
協
議
会
と
連
携
、

必
要
な
対
策
を
行
う
。各
総
合
支
所

に
土
の
う
を
準
備
し
、
迅
速
に
対
応

で
き
る
よ
う
体
制
を
整
え
て
い
る
。

Q
　
避
難
所
の
自
主
的
運
営
体
制
は
。

A
　
令
和
7
年
度
、
市
民
の
主
体
的
な

防
災
意
識
の
醸
成
と
実
践
力
向
上
を

図
る
た
め
、
指
定
避
難
所
を
活
用
し

た「
避
難
所
体
験
」を
実
施
し
た
。

Q
　
災
害
弱
者
へ
の
支
援
体
制
は
。

A
　
専
門
的
な
ケ
ア
を
必
要
と
す
る
方

の
た
め
の「
福
祉
避
難
所
」に
つ
い
て
、

社
会
福
祉
施
設
や
民
間
事
業
者
25
施

設
と
協
定
を
結
び
、
災
害
時
に
は
迅

速
に
避
難
で
き
る
よ
う
協
議
。

Q
　
災
害
時
の
情
報
伝
達
は
。

A
　
防
災
行

政
無
線
の

音
声
明
瞭

化
や
、
難

聴
地
域
の

伝
達
対
策
、

防
災
ア
プ

リ
の
導
入

を
進
め
て

い
る
。

北杜クラブ

秋山　俊和
かずとしやまあき

議会中継
動画へ

訓練を通して防災意識の向上を

代 表 質 問

https://smart.discussvision.net/smart/tenant/hokuto/WebView/rd/speech.html?council_id=42&schedule_id=2&playlist_id=2&speaker_id=0&target_year=2026
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第
1
回
臨
時
会

　
7
月
22
日
に
開
催
さ
れ
、
条
例
等

5
件
に
つ
い
て
審
議
し
、
原
案
の
と

お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

■
条
例

▼
特
別
会
計
設
置
条
例
の
一
部
改
正

■
和
解

▼
損
害
賠
償
請
求
事
件
に
関
す
る

和
解

■
補
正
予
算

▼
常
備
消
防
特
別
会
計（
第
1
号
）

■
契
約

▼
高
規
格
救
急
自
動
車
購
入
契
約

の
締
結

■
同
意

▼
監
査
委
員

　

赤
澤　

厚（
甲
斐
市
）

組
合
議
会
報
告

峡
北
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会

熊本地震へ義援金

　令和8年熊本地震により
被災された方々に心からお
見舞いを申し上げます。　
　北杜市議会では、犠牲に
なられた方々のご冥福と早
期に復旧されますことをお
祈り申し上げ、義援金を送
金いたしました。

Q
　
長
坂
I
C
交
差
点
の
周
辺
に

中
央
分
離
帯
の
設
置
は
。

A
　
効
果
的
な
渋
滞
対
策
を
検
討
。

Q
　
混
雑
時
に
出
入
口
側
道
を
通

行
止
め
に
す
る
こ
と
は
。

A
　
実
施
は
難
し
い
。

Q
　
高
速
利
用
者
の
分
散
は
。

A
　
看
板
な
ど
試
行
的
な
運
用
を

行
い
、効
果
を
検
証
す
る
。

Q
　
見
舞
金
増
額
や
特
別
支
援
を
。

A
　
近
隣
の
動
向
踏
ま
え
検
討
。

Q
　
住
家
だ
け
で
な
く
店
舗
や
倉

庫
な
ど
対
象
範
囲
見
直
し
は
。

A
　
支
給
要
件
事
例
を
研
究
す
る
。

Q
　
罹
災
ご
み
の
支
援
は
。

A
　
減
免
措
置
適
用
を
研
究
す
る
。

Q
　
各
種
支
援
や
手
続
き
な
ど
、分

か
り
易
い
案
内
の
作
成
は
。

A
　
市
H
P
に
案
内
を
作
成
す
る
。

Q
　
市
民
の
意
見
を
聞
く
場
は
。

A
　
段
階
に
お
い
て
、
検
討
経
過
、

判
断
要
素
な
ど
示
し
、意
見
を
伺

う
場
を
確
保
し
た
い
。

Q
　
新
校
舎
建
設
の
意
図
は
。

A
　
安
全
で
持
続
可
能
な
教
育
環

境
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
新
設

す
る
こ
と
が
適
当
と
判
断
。

Q
　
既
存
プ
ー
ル
を
解
体
し
付
属

校
舎
を
建
て
る
な
ど
、既
存
校
舎

活
用
の
検
討
は
。

A
　
必
要
面
積
の
確
保
、工
事
中
の

安
全
な
ど
総
合
的
に
機
能
を
満

た
せ
ず
難
し
い
と
判
断
。

議会中継動画へ

渋滞なくし安全な道路環境を

一 般 質 問

あき やま しん いち

https://smart.discussvision.net/smart/tenant/hokuto/WebView/rd/speech.html?council_id=42&schedule_id=3&playlist_id=4&speaker_id=0&target_year=2026
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Q
　
防
災
意
識
を
高
め
る
取
り
組
み
は
。

A
　
庁
内
で
の
「
備
蓄
品
展
示
コ
ー
ナ

ー
」の
設
置
な
ど
を
検
討
し
た
い
。

Q
　
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
補
助
制
度
は
。

A
　
国
・
県
や
県
内
自
治
体
の
動
向
を

注
視
し
て
調
査
・
研
究
す
る
。

Q
　
地
域
強
靭
化
計
画
に
よ
る
事
業
は
。

A
　
8
年
度
は
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

改
定
、個
別
避
難
計
画
の
策
定
、防
災

行
政
無
線
の
音
声
明
瞭
化
、
避
難
所

へ
の
簡
易
ベ
ッ
ド
と
パ
ー
テ
ー
シ
ョ

ン
の
配
備
な
ど
に
取
り
組
む
。9
年

度
以
降
は
、
避
難
所
生
活
環
境
の
質

A
　
令
和
8
年
度
か
ら
事
業
を
開
始
し

た
。8
月
末
時
点
で
、6
3
0
人
の
想

定
受
診
者
を
上
回
る
7
8
2
人
が
希

望
し
て
い
る
。

Q
　
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
は
。

A
　
自
治
会
に
は
、
県
警
の
防
犯
カ
メ

ラ
設
置
促
進
事
業
の
活
用
を
案
内
。

Q
　
理
解
を
深
め
る
取
り
組
み
は
。

A
　
令
和
7
年
度
、
市
の
認
知
症
サ
ポ

ー
タ
ー
養
成
講
座
が
累
計
で
1
万
人

を
超
え
た
。

Q
　
G
P
S
を
活
用
し
た
見
守
り
は
。

A
　
広
大
な
面
積
の
本
市
は
G
P
S
の

活
用
が
有
効
な
手
段
と
考
え
ら
れ
る
。

効
果
や
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
研
究
。

Q
　
現
状
と
課
題
は
。

A
　
独
居
高
齢
者
、
頼
れ
る
身
寄
り
の

な
い
高
齢
者
が
増
加
す
る
中
、
支
え

る
介
護
人
材
確
保
の
困
難
さ
が
課
題
。

Q
　
専
門
職
の
必
要
性
は
。

A
　
4
月
、理
学
療
法
士
を
配
置
し
た
。

的
向
上
や
備
蓄
の
拡
大
を
進
め
た
い
。

Q
　
地
方
創
生
交
付
金
活
用
事
業
は
。

A
　
地
域
未
来

交
付
金
を
活

用
し
、
8
年

度
、
移
動
式

循
環
型
水
洗

ト
イ
レ
3
基

の
導
入
を
予

定
し
て
い
る
。

Q
　
総
合
健
診
の
取
り
組
み
と
課
題
は
。

A
　
8
年
度
は
45
回
開
催
予
定
。基
本

健
診
と
が
ん
検
診
の
同
日
実
施
や
託

児
、送
迎
、休
日
実
施
な
ど
、受
診
し

や
す
い
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。

未
受
診
者
へ
の
働
き
か
け
が
課
題
。

Q
　
検
診
無
料
化
の
状
況
は
。

A
　
7
年
度
か
ら
、
40
　

〜
　

64
歳
の
国
保

加
入
者
で
、
特
定
健
診
と
同
日
に
が

ん
検
診
を
受
け
た
方
を
対
象
に
、胃
・

大
腸
・
乳
・
前
立
腺
が
ん
、
腹
部
超

音
波
検
診
を
無
料
化
。8
年
度
か
ら
、

全
世
代
に
、
基
本
健
診
と
同
日
の
腹

部
超
音
波
検
診
を
無
料
化
し
て
い
る
。

Q
　
後
期
高
齢
者
の
人
間
ド
ッ
ク
助
成

は
。

公明党

進藤　正文
ふみまさどうしん

議会中継
動画へ

備えて安心「感震ブレーカー」

議会中継動画へ

Q
　
日
常
生
活
用
具
支
援
、基
準
額

な
ど
の
見
直
し
や
拡
充
は
。

A
　
利
用
実
績
の
あ
る
品
目
か
ら

実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い

く
。

Q
　
家
族
の
就
労
支
援
充
実
は
。

A
　
き
め
細
か
な
就
労
支
援
継
続
。

Q
　
子
育
て
世
代
の
不
安
解
消
、ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
相
談
窓
口
は
。

A
　
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
が
相

談
の
入
口
、連
絡
調
整
や
情
報
提

供
を
行
っ
て
い
る
。

Q
　
一
時
預
か
り
、居
宅
福
祉
保
健

医
療
サ
ー
ビ
ス
の
対
応
は
。

A
　
負
担
軽
減
は
夜
間
や
緊
急
時

に
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
や
、訪
問
看
護

の
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
確
保
が

重
要
課
題
の
一
つ
。

Q
　
市
独
自
の
支
援
は
。

A
　
課
題
解
決
に
向
け
支
援
検
討
。

一 般 質 問

代 表 質 問

うち だ とし ひこ

https://smart.discussvision.net/smart/tenant/hokuto/WebView/rd/speech.html?council_id=42&schedule_id=2&playlist_id=3&speaker_id=0&target_year=2026
https://smart.discussvision.net/smart/tenant/hokuto/WebView/rd/speech.html?council_id=42&schedule_id=3&playlist_id=5&speaker_id=0&target_year=2026
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Q
　
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
改
善
は
。交
通

空
白
地
域
へ
の
タ
ク
シ
ー
券
支
給
は
。

A
　
当
日
予
約
は
検
討
し
て
い
る
。土

日
運
行
、エ
リ
ア
間
乗
り
入
れ
、増
便

は
当
面
は

困
難
。一
律

要
件
に
よ

る
タ
ク
シ

ー
券
支
給

は
考
え
て

い
な
い
。

訓
練
な
ど
は
工
夫
し
て
取
り
組
む
。

Q
　
消
防
防
災
課
の
人
員
体
制
強
化
は
。

A
　
大
規
模
災
害
な
ど
の
発
生
時
に
は
、

他
部
局
や
総
合
支
所
な
ど
と
の
連
携

の
下
、全
庁
を
挙
げ
対
応
す
る
。

Q
　
国
の
再
編
統
合
方
針
に
は
、
く
み

し
な
い
方
針
か
。

A
　
国
の「
地
域
医
療
構
想
の
考
え
方
」

に
基
づ
き
、
本
市
の
人
口
構
造
や
地

理
的
条
件
な
ど
を
踏
ま
え
、
地
域
全

体
と
し
て
必
要
な
医
療
を
確
保
で
き

る
体
制
づ
く
り
に
努
め
る
。

Q
　
国
に
診
療
報
酬
大
幅
引
き
上
げ
や

特
別
交
付
金
支
給
を
求
め
る
考
え
は
。

A
　
8
年
度
、
診
療
報
酬
は
プ
ラ
ス
改

定
と
な
っ
た
た
め
、
両
病
院
の
収
益

に
与
え
る
影
響
を
注
視
し
て
い
く
。

Q
　
環
境
ホ
ル
モ
ン
の
検
出
は
。

A
　「
日
向
処
分
場
」と「
岩
下
処
分
場
」

で
、
微
量
の
ビ
ス
フ
ェ
ノ
ー
ル
A
が

検
出
さ
れ
て
い
る
が
、
原
水
の
取
水

口
や
浄
水
場
で
は
検
出
さ
れ
て
い
な

い
。定
期
的
な
水
質
検
査
、現
地
確
認

に
よ
る
監
視
を
継
続
す
る
。

Q
　
次
期
計
画
の
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
は
。

A
　
3
千
世
帯
と
中
高
生
な
ど
の
利
用

者
を
対
象
に
、11
月
か
ら
実
施
予
定
。

Q
　
A
I
活
用
の
デ
マ
ン
ド
交
通
導
入
は
。

A
　
導
入
済
み
の
先
進
事
例
な
ど
を
参

考
に
、
本
市
の
実
情
に
合
っ
た
公
共

交
通
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
。

Q
　
指
定
避
難
所
の
備
蓄
品
は
十
分
か
。

　
一
時
避
難
所
の
設
置
の
現
状
は
。

A
　
食
料
備
蓄
は
、
想
定
避
難
者
数
の

1
日
分
の
9
千
食
を
確
保
。3
日
分

確
保
に
向
け
整
備
中
。簡
易
ベ
ッ
ド

な
ど
の
生
活
資
機
材
は
十
分
に
確
保
。

一
時
避
難
所
は
約
2
0
0
施
設
。

Q
　
要
支
援
者
数
、
個
別
避
難
計
画
の

作
成
済
み
人
数
は
。作
成
へ
の
報
酬

規
定
な
ど
推
進
策
は
。

A
　
要
支
援
者
は
2
、7
1
4
人
、個
別

避
難
計
画
作
成
済
み
は
1
0
6
人
。

福
祉
専
門
職
の
参
画
や
策
定
方
法
を

含
め
、先
進
自
治
体
の
事
例
を
調
査
・

研
究
す
る
。

Q
　
福
祉
避
難
所
の
整
備
の
状
況
は
。

A
　
25
の
民
間
福
祉
施
設
な
ど
と
協
定

を
締
結
し
、
開
設
・
運
営
体
制
を
整

え
て
い
る
。今
後
、定
期
的
に
協
議
し
、

大事な住民の足・デマンド

議会中継動画へ

Q
　
避
難
所
立
ち
上
げ
と
課
題
は
。

A
　
防
災
人
材
の
育
成
を
行
い
、地

域
の
避
難
所
設
置
・
運
営
体
制

の
整
備
を
進
め
、一
層
の
体
制
整

備
が
図
ら
れ
る
と
認
識
。

Q
　
地
区
ご
と
に
防
災
士
配
置
は
。

A
　
31
名
の
防
災
士
が
い
る
。多
様

な
世
代
参
画
を
働
き
掛
け
る
。

Q
　
女
性
防
災
士
増
員
の
考
え
は
。

A
　
県
と
連
携
し
育
成
講
習
会
の

周
知
を
行
い
、女
性
や
多
様
な
世

代
の
参
画
に
向
け
、関
係
団
体
に

も
働
き
か
け
て
い
く
。

Q
　
バ
ラ
ン
ス
よ
い
食
事
・
野
菜

な
ど
が
取
れ
る
考
え
は
。

A
　
高
齢
者
の
配
慮
食
、ア
レ
ル
ギ

ー
対
応
な
ど
多
様
な
食
材
確
保
。

災
害
時
の
支
援
要
請
体
制
構
築

に
向
け
、協
議
・
調
整
し
て
い
る
。

一 般 質 問

議会中継
動画へ

日本共産党

志村　　清
きよしむらし

代 表 質 問

し みず すすむ

https://smart.discussvision.net/smart/tenant/hokuto/WebView/rd/speech.html?council_id=42&schedule_id=2&playlist_id=4&speaker_id=0&target_year=2026
https://smart.discussvision.net/smart/tenant/hokuto/WebView/rd/speech.html?council_id=42&schedule_id=3&playlist_id=6&speaker_id=0&target_year=2026
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な
ト
レ
ー
の
準
備
は
。

A
　
総
合
防
災
訓
練
で
は
、
避
難
誘
導

や
救
護
、
炊
き
出
し
訓
練
な
ど
を
実

施
し
た
。今
後
も
参
加
型
・
体
験
型

の
訓
練
を
継
続
的
に
実
施
。状
況
に

応
じ
た
段
階
的
な
訓
練
も
、
研
究
・

検
討
。管
理
栄
養
士
と
多
様
な
対
応

に
向
け
検
討
。

Q
　
外
国
人
へ
の
対
応
は
。

A
　
災
害
時
に
は
、
国
際
交
流
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
活
用
な
ど
、
関
係
機
関
へ

協
力
要
請
を
行
う
。多
言
語
に
よ
る

迅
速
な
情
報
発
信
と
避
難
所
で
の
支

援
体
制
の
充
実
に
努
め
る
。

Q
　
本
市
へ
の
具
体
的
な
成
果
や
取
り

組
み
の
方
針
は
。

A
　
現
地
企
業
か
ら
本
市
へ
の
関
心
に

Q
　
8
年
度
開
催
さ
れ
た
市
民
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
で
の
参
加
者
の
意
見
は
。

A
　「
交
通
」は
、
市
内
各
地
か
ら
の
ア

ク
セ
ス
の
し
や
す
さ
、「
災
害
・
防
災
」

は
、
災
害
時
の
行
政
機
能
維
持
、「
経

済
性
・
コ
ス
ト
」は
、市
有
地
や
既
存

公
共
施
設
の
活
用
に
よ
る
費
用
の
抑

制
、「
ま
ち
づ
く
り
」は
、周
辺
施
設
と

の
連
携
に
よ
る
発
展
可
能
性
の
重
視
、

な
ど
の
意
見
が
あ
っ
た
。

Q
　
8
月
24
日
の
第
3
回
検
討
委
員
会

で
示
さ
れ
た
、
6
つ
の
候
補
地
の
選

定
の
経
緯
は
。

角
的
な
取
り
組
み
を
展
開
し
、
大
き

な
成
果
を
得
ら
れ
た
。広
域
避
難
時

の
交
通
整
理
、通
信
環
境
の
確
保
、要

配
慮
者
対
応
の
手
順
な
ど
具
体
的
な

課
題
が
明
確
と
な
っ
た
。

Q
　
避
難
所
の
ス
ペ
ー
ス
確
保
と
冷
暖

房
の
設
置
と
妊
産
婦
、乳
幼
児
、要
介

護
者
、
高
齢
者
、
女
性
へ
の
対
応
は
。

ト
イ
レ
の
設
置
や
一
次
預
か
り
の
体

制
は
。

A
　
高
齢
者
な
ど
の
優
先
エ
リ
ア
、
女

性
専
用
エ
リ
ア
、
妊
産
婦
・
母
子
ス

ペ
ー
ス
の
確
保
に
努
め
る
。社
会
福

祉
施
設
な
ど
と
の
協
定
に
基
づ
く

「
福
祉
避
難
所
」を
迅
速
に
開
設
す
る
。

学
校
体
育
館
の
冷
暖
房
設
備
は
お
お

む
ね
設
置
が
完
了
。ト
イ
レ
は
、防
犯

に
配
慮
し
た
設
置
。子
ど
も
や
保
護

者
の
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め
る
。

Q
　
企
業
と
の
連
携
は
。

A
　
民
間
企
業
な
ど
46
社
と
防
災
協
定

を
締
結
。食
料
・
飲
料
水
や
生
活
必

需
品
の
優
先
提
供
、
資
機
材
提
供
や

輸
送
ル
ー
ト
確
保
な
ど
に
協
力
。

Q
　
避
難
、救
護
、炊
き
出
し
な
ど
の
計

画
と
訓
練
は
。発
災
か
ら
の
時
間
経

過
な
ど
状
況
に
応
じ
た
訓
練
計
画
は
。

食
中
毒
や
ア
レ
ル
ギ
ー
対
策
に
有
効

A
　「
市
有
地
」「
庁
舎
、駐
車
場
に
必
要

な
敷
地
面
積
」「
各
地
域
か
ら
の
ア
ク

セ
ス
の
良
さ
」「
既
存
施
設
の
再
編
、

活
用
」
な
ど
の
6
条
件
が
設
定
さ
れ
、

長
坂
総
合
支
所
、長
坂
中
学
校
、旧
秋

田
小
学
校
、高
根
総
合
支
所
、高
根
中

学
校
と
現
本
庁
舎
が
候
補
地
と
な
っ

た
。

Q
　
最
終
候
補
地
は
ど
の
よ
う
に
し
て

決
定
す
る
の
か
。今
後
の
進
め
方
は
。

A
　
全
面
新
築
と
既
存
施
設
活
用
の
全

12
パ
タ
ー
ン
を
比
較
評
価
し
、
8
年

度
中
に「
新
庁
舎
整
備
基
本
構
想
」を

策
定
、
9
年
度
以
降
、「
新
庁
舎
整
備

基
本
計
画
」を
策
定
す
る
予
定
。最
終

的
な
場
所
は
、
市
議
会
の
条
例
の
議

決
に
よ
り
決
定
さ
れ
る
。

Q
　
令
和
8
年
度
の
総
合
防
災
訓
練
の

成
果
と
課
題
は
。

A
　
市
民
の
防
災
意
識
向
上
と
各
種
防

災
計
画
の
実
効
性
の
検
証
の
た
め
、

8
年
ぶ
り
に
総
合
防
災
訓
練
を
実
施
。

初
動
体
制
の
確
立
、
消
防
団
に
よ
る

避
難
誘
導
、
自
衛
隊
に
よ
る
炊
き
出

し
、
警
察
ヘ
リ
や
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る

広
域
偵
察
、
避
難
所
の
開
設
な
ど
多

みらい創生

保坂多枝子
こえたさかほ

議会中継
動画へ

いつ起こるかわからない災害に備えて

代 表 質 問

https://smart.discussvision.net/smart/tenant/hokuto/WebView/rd/speech.html?council_id=42&schedule_id=2&playlist_id=6&speaker_id=0&target_year=2026
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早期から命や個人の尊厳を学ぶ性教育を

　
丁
寧
に
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
し
、
立
地

を
検
討
い
た
だ
け
る
よ
う
取
り
組
む
。

観
光
P
R
映
像
が
高
い
関
心
を
集
め
、

9
月
に
現
地
の
旅
行
会
社
3
社
を
迎

え
た
。

Q
　
水
素
サ
ミ
ッ
ト
の
概
要
は
。市
と

し
て
の
関
わ
り
は
。

A
　
県
が
主
催
、会
場
は
北
杜
市
。海
外

か
ら
参
加
者
約
55
人
、
国
内
外
の
行

政
・
企
業
・
研
究
機
関
か
ら
総
勢

2
2
0
人
以
上
が
参
加
す
る
国
際
会

議
。

Q
　
訪
問
の
具
体
的
成
果
と
今
後
の
発

展
性
は
。

A
　
イ
ン
ド
の
圧
倒
的
な
人
口
規
模
、

若
さ
、経
済
成
長
の
勢
い
を
体
感
。訪

問
で
得
た
貴
重
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や

協
議
の
成
果
を
、県
、ジ
ェ
ト
ロ
、金

融
機
関
、大
学
、地
域
企
業
と
連
携
し
、

市
の
産
業
振
興
や
市
民
生
活
へ
還
元

で
き
る
よ
う
全
力
で
取
り
組
む
。

Q
　
S
N
S
の
利
用
と
ゲ
ー
ム
依
存
症

へ
の
学
校
で
の
取
り
組
み
は
。

A
　
学
級
活
動
や
道
徳
の
時
間
に
、
活

用
型
情
報
モ
ラ
ル
教
材
な
ど
、
発
達

段
階
に
応
じ
た
教
材
を
使
い
、
オ
ン

ラ
イ
ン
上
の
ル
ー
ル
や
節
度
あ
る
利

用
に
つ
い
て
、理
解
を
深
め
て
い
る
。

Q
　
幼
児
期
か
ら
の
正
確
で
適
切
な
性

教
育
が
重
要
。専
門
家
の
指
導
・
対

象
学
年
・
男
女
同
時
か
。

A
　
生
命
や
個
人
の
尊
厳
を
尊
重
す
る

心
を
育
む
上
で
、極
め
て
重
要
。学
校

教
育
全
体
で
取
り
組
む
。「
子
ど
も
性

暴
力
防
止
法
」の
施
行
に
伴
い
、児
童

生
徒
が
自
ら
S
O
S
を
出
せ
る
力
を

育
み
、
社
会
全
体
で
受
け
止
め
る
体

制
づ
く
り
が
不
可
欠
。低
学
年
を
対

象
に
専
門
家
に
よ
る
指
導
を
男
女
と

も
に
受
け
て
い
る
。

Q
　
熱
中
症
対
策
は
。

A
　「
熱
中
症
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」を

策
定
、
暑
さ
指
数
に
応
じ
て
授
業
の

内
容
を
変
更
。行
事
時
期
見
直
し
も

進
め
て
い
る
。

Q
　
指
定
ご
み
袋
の
コ
ス
ト
上
昇
は
。

A
　
1
枚
当
た
り
単
価
は
7
年
度

4
・
01
円
か
ら
6
・
29
円
、
約

1
・
5
倍
。

Q
　
価
格
改
定
・
賃
上
げ
の
検
討
は
。

A
　
通
常
サ
イ
ズ
10
枚
1
5
0
円
、

小
サ
イ
ズ
10
枚
1
1
0
円
、慎
重

に
検
討
。

Q
　
市
民
負
担
割
合
の
考
え
方
は
。

A
　
ご
み
排
出
は
日
常
生
活
に
伴

い
発
生
、市
民
に
も
一
定
の
負
担

を
お
願
い
し
て
い
る
。

Q
　
不
法
投
棄
・
分
別
の
増
加
対
策
は
。

A
　
不
法
投
棄
未
然
防
止
の
た
め
、峡

北
広
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

に
委
託
し
、
定
期
的
に
パ
ト
ロ
ー
ル
。

Q
　
根
本
的
な
経
費
削
減
策
は
。

A
　
適
切
な
分
別
を
促
す
こ
と
が
重
要
、

街
頭
啓
発
活
動
も
実
施
。新
ご
み
処

理
施
設
移
行
を
見
据
え
、
収
集
運
搬

効
率
化
や
経
費
削
減
な
ど
も
協
議
。

Q
　
3
年
間
の
調
達
件
数
、金
額
は
。

A
　
令
和
7
年
度
は
1
5
9
件
、

1
4
4
万
円
、件
数
は
減
少
、金
額

は
年
度
で
増
減
。

Q
　
優
先
調
達
と
今
後
の
拡
大
分
野
は
。

A
　
業
務
内
容
や
量
に
応
じ
て
発
注
、

全
庁
的
な
優
先
調
達
促
進
を
図
る
。

Q
　
具
体
的
な
成
果
と
評
価
は
。

A
　
I
C
T
活
用
を
意
識
的
に
行
う

生
徒
ほ
ど
正
答
率
が
高
い
傾
向
。

Q
　
学
校
・
教
員
の
活
用
方
法
把
握
は
。

A
　
I
C
T
活
用
を
指
導
で
き
る

教
員
は
全
体
の
8
割
超
が
回
答
。

Q
　
研
修
や
学
校
現
場
支
援
の
充
実
は
。

A
　
8
年
11
月
か
ら
新
た
に
支
援
員

を
業
務
委
託
、指
導
実
現
に
努
め
る
。

Q
　
生
成
A
I
な
ど
の
情
報
教
育
は
。

A
　
国
は
情
報
教
育
強
化
に
向
け
た

検
討
が
進
む
。A
I
を
安
全
か
つ

効
果
的
に
活
用
す
る
力
な
ど
、
情

報
活
用
能
力
の
向
上
に
努
め
る
。

議会中継動画へ

一 般 質 問

かん だ まさ ひと

https://smart.discussvision.net/smart/tenant/hokuto/WebView/rd/speech.html?council_id=42&schedule_id=3&playlist_id=8&speaker_id=0&target_year=2026
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Q
　
庁
舎
建
設
の
財
源
を
心
配
し
て
い

る
市
民
は
多
い
。他
県
の
庁
舎
建
設

の
例
で
は
、
基
本
計
画
よ
り
供
用
時

に
は
約
1
・
5
倍
整
備
費
用
が
上
昇

し
て
い
る
。物
価
上
昇
率
を
踏
ま
え

る
と
大
変
危
惧
さ
れ
る
。同
様
に
中

学
校
２
校
建
設
に
つ
い
て
も
整
備
費

用
の
上
昇
が
予
想
さ
れ
る
の
で
は
。

A
　
庁
舎
は
も
と
よ
り
、
中
学
校
整
備

費
用
に
つ
い
て
も
同
様
の
影
響
が
及

ぶ
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

Q
　
建
設
費
の
総
額
、財
源
、将
来
世
代

が
負
担
す
る
借
金
を
開
示
し
て
庁
舎

性
が
あ
る
こ
と
も
十
分
に
認
識
し
て

い
る
。

Q
　
水
道
事
業
全
体
を
3
市
で
統
合
す

る
考
え
は
。

A
　
本
市
は
、令
和
2
年
度
に「
地
方
公

営
企
業
法
」の
全
部
適
用
に
よ
り
、一

つ
の
給
水
主
体
と
し
て
効
率
的
な
経

営
体
制
を
整
え
て
き
た
。水
道
事
業

の
統
合
に
当
た
っ
て
は
、
関
係
自
治

体
と
施
設
環
境
や
経
営
状
況
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
が
抱
え
る
課
題
や
考
え
が

異
な
る
こ
と
か
ら
、
慎
重
に
検
討
し

た
い
。

Q
　「
道
の
駅
は
く
し
ゅ
う
」の
駐
車
場
、

敷
地
の
拡
充
は
。

A
　
年
間
を
通
じ
た
混
雑
・
渋
滞
な
ど

の
交
通
状
況
の
把
握
が
必
要
。指
定

管
理
者
を
通
じ
た
調
査
を
継
続
実
施

す
る
。

Q
　
カ
メ
ラ
設
置
な
ど
研
究
を
進
め
て

は
。

A
　
先
進
事
例
の
研
究
を
進
め
る
。

Q
　
ブ
ラ
ン
ド
米
の
産
地
と
し
て
、
お

に
ぎ
り
を
販
売
し
P
R
し
て
は
。

A
　「
道
の
駅
こ
ぶ
ち
さ
わ
」の
寿
司
販

売
な
ど
を
参
考
に
検
討
す
る
。

建
設
に
臨
む
べ
き
で
は
。

A
　
本
庁
舎
に
必
要
な
機
能
、
事
業
規

模
が
固
ま
っ
た
段
階
で
概
算
費
用
の

算
出
を
行
う
予
定
。

Q
　
既
存
施
設
の
活
用
は
。

A
　
既
存
施
設
の
活
用
に
よ
る
事
業
費

節
約
の
意
見
も
寄
せ
ら
れ
た
。面
積

が
不
足
す
る

分
に
つ
い
て
、

総
合
支
所
や

校
舎
を
改
修

し
、
増
築
す

る
方
法
も
検

討
し
て
い
る
。

Q
　
値
上
げ
し
た
水
道
料
金
の
使
用
用

途
は
。

A
　
水
道
管
路
の
耐
震
化
、
水
源
や
排

水
施
設
な
ど
の
更
新
に
充
て
る
。

Q
　
峡
北
地
域
広
域
水
道
企
業
団
と
水

道
供
給
単
価
の
引
き
下
げ
の
協
議
は
。

A
　
企
業
債
の
償
還
終
了
に
伴
い
、
余

力
が
生
じ
る
も
の
と
見
込
ま
れ
る
。

し
か
し
、
将
来
的
な
施
設
更
新
需
要

は
高
ま
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。受

水
条
件
に
つ
い
て
、
見
直
し
の
必
要

議会中継
動画へ

新庁舎建設のための財源は

議会中継動画へ

　
　

地
域
で
水
を
分
か
ち
合
う
減

災
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
。

Q
　
市
内
井
戸
の
現
状
把
握
は
。

A
　
令
和
8
年
8
月
時
点
で
市
内

の
稼
働
井
戸
は
合
計
4
2
5
本
。

Q
　【
小
さ
な
身
近
な
生
活
水
源
＝

災
害
時
協
力
井
戸
】の
必
要
性
は
。

A
　
個
人
や
事
業
所
所
有
の
井
戸

は
、有
益
で
安
定
し
た
水
源
と
し

て
期
待
さ
れ
る
。

Q
　【
公
助
を
補
完
す
る
共
助
＝
災

害
時
協
力
井
戸
制
度
の
創
設
】を

水
道
断
水
時
に
備
え
目
指
し
て

は
。

A
　
地
域
の
共
助
力
を
高
め
る
上

で
も
重
要
な
意
義
を
持
つ
と
認

識
。災
害
時
の
生
活
用
水
確
保
、

地
域
防
災
力
強
化
に
向
け
先
行

自
治
体
の
事
例
や
運
用
状
況
も

調
査
・
研
究
を
進
め
る
。

一 般 質 問

代 表 質 問

なか やま よし お

北杜オール・イン・ワン

山﨑　君江
えきみざきやま

https://smart.discussvision.net/smart/tenant/hokuto/WebView/rd/speech.html?council_id=42&schedule_id=2&playlist_id=5&speaker_id=0&target_year=2026
https://smart.discussvision.net/smart/tenant/hokuto/WebView/rd/speech.html?council_id=42&schedule_id=3&playlist_id=7&speaker_id=0&target_year=2026
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Q
　
統
合
方
針
の
最
終
決
定
に
か

か
る
決
裁
文
書
、
2
校
の
建
設
場

所
決
定
の
経
緯
が
わ
か
る
文
書
は
。

A
　
庁
内
会
議
な
ど
で
の
政
策
判

断
の
上
、
公
表
し
た
。そ
も
そ
も

文
書
を
作
成
し
て
い
な
い
。

Q
　
文
書
管
理
規
程
に
基
づ
き
、ど

の
よ
う
な
文
書
に
よ
り「
事
案
の

処
理
」を
行
っ
た
の
か
。

A
　
制
度
と
し
て
確
定
す
る
前
の

整
理
段
階
で
、事
案
の
処
理
と
し

て
最
終
的
に
整
理
さ
れ
た
段
階

に
は
至
っ
て
い
な
い
。

Q
　
規
程
に
は
途
中
経
過
も
含
め

文
書
に
残
す
と
定
め
ら
れ
て
い

る
。会
議
が
口
頭
で
も
議
事
録
を

作
る
べ
き
で
は
。

A
　
検
討
に
用
い
た
資
料
は
存
在

す
る
が
議
事
録
は
な
い
。

Q
　
休
憩
時
間
に
児
童
・
生
徒
へ

の
対
応
を
行
っ
て
い
る
場
合
は
。

A
　
教
員
が
自
ら
の
使
命
感
と
自

主
性
に
よ
り
休
憩
時
間
中
に
給

食
指
導
な
ど
に
当
た
る
場
合
は

休
憩
時
間
と
取
り
扱
う
。

Q
　
休
憩
取
得
実
態
の
把
握
は
。

A
　
学
校
長
が
確
認
し
、
教
育
委
員

会
で
は
個
別
に
確
認
し
て
い
な
い
。

Q
　
冷
房
設
備
の
整
っ
た
教
室
な

ど
を
避
難
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
活

用
し
、要
配
慮
者
を
受
け
入
れ
る

仕
組
み
は
。

A
　
災
害
時
の
避
難
状
況
に
応
じ
、

柔
軟
か
つ
適
切
に
対
応
す
る
。

議会中継動画へ

一 般 質 問

なか むら のり こ

Q
　
登
校
時
の
安
全
確
保
は
制
度

と
し
て
担
保
さ
れ
て
い
る
か
。

A
　
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
役
割

を
担
い
、安
全
を
図
る
と
考
え
る
。

Q
　
教
職
員
の
早
朝
対
応
は
制
度

か
。

A
　
制
度
で
は
な
い
と
認
識
し
て

い
る
。

Q
　
制
度
上
の
不
足
を
現
場
が
補

う
可
能
性
を
検
証
す
る
考
え
は
。

A
　
現
在
、検
証
す
る
予
定
は
な
い
。

Q
　
子
ど
も
の
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化

芸
術
活
動
へ
の
市
の
基
本
認
識

は
。

A
　
教
育
的
意
義
を
有
し
、単
な
る

サ
ー
ビ
ス
で
は
な
い
。学
校
・
家

庭
・
地
域
・
行
政
が
役
割
を
担
い
、

継
続
し
て
活
動
で
き
る
環
境
を

整
え
る
こ
と
が
重
要
。

Q
　
公
的
性
質
を
有
す
る
地
域
ク

ラ
ブ
活
動
の
費
用
負
担
は
。

A
　
生
徒
・
保
護
者
に
一
定
の
負

担
を
求
め
る
こ
と
を
妨
げ
ず
、負

担
の
範
囲
な
ど
は
今
後
検
討
す

る
。

Q
　
送
迎
で
き
な
い
家
庭
の
子
ど

も
に
つ
い
て
、活
動
機
会
の
保
障

は
。

A
　
移
動
手
段
は
課
題
と
認
識
し
、

公
共
バ
ス
、市
民
バ
ス
な
ど
も
念

頭
に
検
討
す
る
。

Q
　
中
学
校
2
校
統
合
と
部
活
動

の
地
域
展
開
と
の
関
係
は
。

A
　
統
合
と
地
域
ク
ラ
ブ
へ
の
展

開
は
別
と
し
て
考
え
、そ
れ
ぞ
れ

進
め
る
。

議会中継動画へ

一 般 質 問

ひ や ざき まさ や

子どもがスポーツに親しめる環境を

給食は先生の休憩時間？

https://smart.discussvision.net/smart/tenant/hokuto/WebView/rd/speech.html?council_id=42&schedule_id=3&playlist_id=9&speaker_id=0&target_year=2026
https://smart.discussvision.net/smart/tenant/hokuto/WebView/rd/speech.html?council_id=42&schedule_id=3&playlist_id=10&speaker_id=0&target_year=2026
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Q
　
制
度
開
始
か
ら
現
在
ま
で
の

譲
与
額
や
活
用
額
、実
績
や
成
果

は
。

A
　
令
和
7
年
ま
で
の
受
領
額
は

累
計
で
2
億
4
、
3
4
7
万
円
、

活
用
額
1
億
3
、
3
4
3
万
円
。

多
面
的
機
能
の
確
保
を
図
る
事

業
を
推
進
。

Q
　
区
域
ご
と
の
整
備
方
針
と
優

先
順
位
を
定
め
る
考
え
は
。

A
　
地
権
者

と
合
意
形

成
し
た
箇

所
か
ら
進

め
て
い
る
。

Q
　
危
険
木

の
伐
採
・

境
界
確
認

の
支
援
制

度
の
創
設
・
拡
充
の
考
え
は
。

A
　
林
道
以
外
の
重
要
イ
ン
フ
ラ

隣
接
森
林
へ
の
活
用
も
示
さ
れ
、

関
係
部
局
と
協
議
し
、新
た
な
仕

組
み
の
検
討
を
進
め
て
い
く
。

Q
　
土
地
改
良
事
業
・
受
益
者
負

担
制
度
の
運
用
は
。

A
　
新
た
な
運
用
基
準
を
設
け
、土

地
改
良
事
業
の
受
益
者
分
担
金

の
軽
減
措
置
を
図
っ
た
。持
続
可

能
な
農
業
基
盤
の
整
備
に
全
力

で
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

Q
　
受
益
者
負
担
軽
減
や
補
助
制

度
拡
充
、国
・
県
に
要
望
は
。

A
　
国
・
県
に
働
き
か
け
る
。

Q
　
要
配
慮
者
の
受
け
入
れ
体
制

は
。

A
　
社
会
福
祉
施
設
な
ど
と
協
定

し
、受
け
入
れ
体
制
構
築
を
図
っ

て
い
る
。

Q
　
建
設
事
業
者
確
保
と
連
携
は
。

A
　
緊
急
修
繕
体
制
の
維
持
・
確

保
に
努
め
て
い
る
。

議会中継動画へ

一 般 質 問

あさ かわ かつ まさ

森林整備の今後

議会のうごき

4日

6日

7日

12日

25日

1日

2日

3日

1・7～10・14・17日

9日

11日

15日

16日

17日

24日

全員協議会

県市議会議長会議員合同研修会

統合中学校にかかる特別委員会市内視察

峡北地域広域水道企業団議会全員協議会

議会運営委員会・全員協議会

第1回臨時会本会議・広報編集委員会

定例会本会議（開会）

峡北地域広域水道企業団議会定例会

議会運営委員会

決算特別委員会

議会運営委員会

全員協議会

総務常任委員会

文教厚生常任委員会・統合中学校にかかる特別委員会（協議会）

経済環境常任委員会

定例会本会議（代表質問）

25日

28日

5日

8・14・20日

9日

13日

16日

20日

29日

30日

定例会本会議（一般質問）

議会運営委員会・本会議（議案審議、閉会）・全員協議会

正副議長、正副議会運営委員長会議・広報編集委員会

議会運営委員会・統合中学校にかかる特別委員会行政視察研修

広報編集委員会

西部広域環境組合議会全員協議会

八ヶ岳定住自立圏3市町村議員交流会

峡北広域行政事務組合議会全員協議会

西部広域環境組合議会定例会

峡北広域行政事務組合議会定例会・後期

高齢者医療広域連合全員協議会、定例会

県市議会議長会定期総会

★行政視察受け入れ5件

　静岡県吉田町、長野県高森町、長野県松川町

　栃木県下野市、三重県いなべ市

10月

8月

9月

https://smart.discussvision.net/smart/tenant/hokuto/WebView/rd/speech.html?council_id=42&schedule_id=3&playlist_id=11&speaker_id=0&target_year=2026
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静
岡
出
身
の
私
が
、
夫
の
実

家
の
あ
る
高
根
町
に
住
み
約
半

世
紀
が
経
ち
ま
し
た
。
高
根
に

来
た
当
時
は
、
地
区
の
住
民
の

ほ
と
ん
ど
が
地
元
の
方
で
し
た
。

地
域
に
馴
染
む
の
は
と
て
も
大

変
で
し
た
。
当
時
は
方
言
が
飛

び
交
っ
て
い
た
の
で
、
方
言
を

必
死
で
覚
え
、
方
言
で
会
話
を

し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

取
る
こ
と
で
地
域
に
溶
け
こ
む

こ
と
が
で
き
、
多
く
の
知
人
や

友
人
に
巡
り
合
い
ま
し
た
。
そ

れ
は
、
か
け
が
え
の
な
い
貴
重

な
財
産
で
も
あ
り
ま
す
。

　
北
杜
市
の
抱
え
て
い
る
課
題

も
多
々
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

豊
か
な
自
然
を
守
り
、
そ
こ
に

集
う
人
々
の
生
活
向
上
維
持
を

図
り
、
市
民
が
幸
せ
に
暮
ら
せ

る
住
み
良
い
北
杜
市
に
な
る
よ

う
願
っ
て
い
ま
す
。

　
フ
ラ
ン
ス
か
ら
来
日
し
て
10

年
、
小
淵
沢
の
住
民
に
な
っ
て

5
年
に
な
り
ま
す
。
現
在
は
組

長
と
し
て
地
域
の
行
事
に
参
加

し
、
今
年
か
ら
消
防
団
に
入
り

ま
し
た
。
私
の
宝
物
は
「
久
保

の
大
和
神
楽
」
で
の
活
動
で
す
。

1
5
0
年
以
上
の
伝
統
あ
る
会

で
す
が
、
初
の
外
国
人
舞
手
と

し
て
、
温
か
く
迎
え
て
く
れ
ま

し
た
。
昨
年
は
姉
妹
都
市
の
韓

国
・
抱
川
市
へ
行
き
、
仲
間
と

お
神
楽
を
披
露
で
き
た
こ
と
が

最
高
の
思
い
出
で
す
。

　
北
杜
市
は
一
歩
踏
み
出
せ
ば

誰
で
も
温
か
く
包
み
込
ん
で
く

れ
る
、
最
高
の
場
所
で
す
。
移

住
す
る
仲
間
が
も
っ
と
増
え
て

ほ
し
い
!
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
と
の
交
流

を
大
切
に
、
元
気
な
町
づ
く
り

へ
貢
献
し
た
い
で
す
。

北
杜
市
は
私
の
希
望

こ
と
ば
の
ち
か
ら

　
明
野
町
生
ま
れ
、
旧
須
玉
商

業
卒
。
「
手
に
職
を
つ
け
自
立

し
て
我
が
子
を
守
れ
る
強
さ

を
」
と
上
京
し
、
生
き
抜
い
て

き
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
帰
郷
後
、
発
達

特
性
の
あ
る
子
を
育
て
る
中
で

出
会
っ
た
の
は
、
理
想
と
違
う

ポ
ン
コ
ツ
な
自
分
と
、
生
き
づ

ら
さ
を
抱
え
る
子
ど
も
た
ち
で

す
。
「
オ
ト
ナ
っ
て
も
っ
と
カ

ッ
コ
い
い
と
思
っ
て
た
」
な
ら
、

私
た
ち
が
な
れ
ば
い
い
。

　
傷
つ
い
た
過
去
も
泥
臭
い
子

育
て
も
、
子
ど
も
に
寄
り
添
う

力
に
な
り
ま
す
。
孤
立
し
が
ち

な
マ
マ
や
子
の
「
相
棒
」
を
増

や
し
、
こ
の
街
を
未
来
に
ワ
ク

ワ
ク
で
き
る
社
会
へ
。

　
ポ
ン
コ
ツ
で
も
い
い
。
一
緒

に
頼
り
に
な
る
カ
ッ
コ
い
い
オ

ト
ナ
に
な
り
ま
せ
ん
か
。

　
高
根
町
で
育
ち
、
不
動
産
業

を
営
み
な
が
ら
子
育
て
真
っ
最

中
。
北
杜
市
は
移
住
者
に
人
気

の
一
方
、
交
通
や
行
政
サ
ー
ビ

ス
は
弱
く
、
中
心
地
も
な
い
広

大
な
地
域
で
す
。

　
私
は
お
客
様
に
「
便
利
さ
を

期
待
す
る
の
は
難
し
い
」
と
お

伝
え
し
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
こ

の
不
便
さ
に
価
値
を
見
い
だ
す

方
が
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と

に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
北
杜
市
が
選
ば
れ
る
田
舎
に

な
る
た
め
に
必
要
な
の
は
、
都

会
的
な
利
便
性
を
高
め
る
こ
と

で
は
な
く
、
住
民
が
工
夫
し
て

暮
ら
せ
る
自
由
度
の
高
さ
や
、

自
助
努
力
を
後
押
し
す
る
環
境

づ
く
り
で
す
。
こ
の
土
地
な
ら

で
は
の
魅
力
と
価
値
を
高
め
る
、

現
場
視
点
に
立
っ
た
自
由
な
街

づ
く
り
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

選
ば
れ
る
田
舎
づ
く
り
を

目
指
し
て

ドゥコー・マチュー 
あさ こけいかわ

浅川　敬子

おお かおりぼく

大久保　香
しら しげるくら

白倉　　繁

ポ
ン
コ
ツ
で
も
生
き
心
地

の
い
い
地
域
づ
く
り
を

声のひろば
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第4回定例会（12月）の予定
（火）

（水）

（金）

（月）

（火）

（水）

12 / 8
9
11
14
15
16

本会議 開会
予備日
予備日
予備日
総務常任委員会
文教厚生常任委員会

（木）

（月）

（火）

（木）

（金）

17
21
22
24
25

経済環境常任委員会
予備日
本会議 代表質問
本会議 一般質問
本会議 閉会

※日程を変更する場合がありますので市ホームページでご確認ください。
※傍聴はどなたでもできます。本会議および特別委員会は議場に、常任委員会は全員協議会
　室（本庁西館2階）にお越しください。
※令和8年第4回定例会（12月）審査分の請願・要望などの提出期限は11月30日を予定しています。

●これまでに行った市民アンケートでは「読みづらい」、「文字が多くて手に取る気にならない」
などの意見をいただいていました。
●市民の皆さまに、議会の内容をより分かりやすく、まずは手に取り、読んでもらえる紙面を目
指し、リニューアルを行いました。お気づきの点などありましたら、感想をお寄せください。

読みやすさにこだわって
北杜市議会だより

リニューアルしました
読みやすさにこだわって
リニューアルしました
01 表紙デザインを刷新

03 議案を一覧表で掲載

02 文字サイズを拡大

04 注目議案をトピックスで紹介

議会をもっと身近に
右のQRコードを読み込むと、議会中継（録画配信）
や会議録検索システムへつながります。より詳しい定
例会の様子などをご覧いただく際にご利用ください。

中継配信システム 会議録検索システム

読みやすさにこだわって

https://smart.discussvision.net/smart/tenant/hokuto/WebView/rd/council_1.html
https://ssp.kaigiroku.net/tenant/cityhokuto/SpTop.html

